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はじめに
　本稿はCSV（Creating	Shared	Value）の
理論に基づいて、社会的課題を発掘し、企業
の利益につなげるため、演習科目を活用して
学生が行ったフィールドワークと受けた評価
についてまとめたものである。
　筆者の勤務先は大阪にある泉州地域という
場所にあり、関西国際空港に近いという立地
にある。近年、インバウンド観光客の急増に
伴って停滞してた地域が活気を取り戻しつつ
ある。しかし、インバウンド観光客に不慣れ
ということもあり試行錯誤を繰り返してい
た。この泉州地域、特に関西国際空港が立地
する南泉州地域 1 は、大阪市内や近隣の京都
や神戸に向かうインバウンド観光客が多く、
空港からそのまま素通りされてしまうという
問題を抱えていた。
　歴史的には江戸時代、廻船業が栄えたのが
南泉州地域であり、飯（野）家、廣海家など
が有名であった。さらに明治時代に入ると地
方財閥である寺田財閥が形成され、紡績業を
中心に栄えた。この時代の中心は岸和田紡績
と寺田紡績であり、第2次世界大戦後は繊維
産業で栄えた。この戦後、繊維産業が盛んに
なった1960年代に計画されたのが本稿の中
心地となる関西国際空港であり、計画から約
30年の歳月をかけ1994年に開港した。しかし、
1992年のバブル経済崩壊によって従来の経
済計画は見直しを迫られていた。全国的にも
地域経済が停滞し、日本的経営の三種の神器
の一つである終身雇用の見直しなど、企業は
リストラクチャリングを行なっていくことに
なった。このような日本経済の変化は関西国
際空港にも暗い影を落とした。大阪も例外で
はなく、経済が停滞していく中で、関西国際
空港やその周辺整備も大きく変化して行くこ
とになった。その象徴がスカイゲートタワー
である。スカイゲートタワーは元々対
ツイ
で建設
される予定であった。しかし、1992年のバ
ブル経済崩壊によって資金調達難となり計画
が見直されることになり、1棟が建設中止、
もう1棟が高さを計画より下げて完成させる
こととなった。
　地域振興が国の重要な政策として取り上げ
られる中、筆者はCSVの理論を学んだ学生
が地域振興に貢献する企画を立案すること
は、従来ない斬新な発想を企業に提供すると
こになり、企業にとって有益であるばかりで
なく、学生にとっても学習の機会が得られる
良い機会となるのではないかと考えた。
　本稿はこのような前提の下、筆者のゼミの
学生が地域社会の価値をどのように見つけ出
し、どのように評価をどう受けたのかについ
て5件の事例を取り上げた。
1．先行研究レビュー（CSVについて）
　CSV研究は中山（2016）2が言及しているよ
うにCSRから発展したものである。中山は
CSVを論じるのにあたってCSRの歴史を概
観し、Bowen	(1953)3、Eells	(1956)4、Carroll	
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図表1　CSV企業のモデル 図表2　ハイブリット型産学官連携ゼミ
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(19795,	 19916)、Freeman	 (1984)7、Maignan,	
Ferrell	&	Hult	 (1999)8、Katsoulakos	et	 al.	
(2004)9、などを取り上げた。
　そして2006年、M.	E.ポーターとR.クラマー
はCSRが企業の保険のようなものであって
はいけないという主張を展開し戦略的CSRを	
提唱した10。その後、2011年になると従来の
CSRに代わる概念としてCSVを提唱する論
文を発表することになる（Porter	&	Kramer	
2011）11。
　このCSVとは「経済的価値を創造しなが
ら、社会的ニーズに対応することで社会的価
値も創造するというアプローチ」である。具
体的には動機付けと組織タイプとの関連性で
CSVを位置づけすると図表1のようになる
（Asit	K	Biswas　2013）12。
　図表1にあるように、経済的便益≒利益を
動機づけとする組織は私企業であり、社会的
価値を動機づけとする組織はNPOや政府で
ある。動機づけが経済的便益と社会的便益を
共有した場合、従来の組織タイプは成立しに
くいため、経済的便益と社会的価値を共有す
る組織タイプについてはCSV企業としてモ
デル化した。
　社会的価値を企業価値と共有化するこの概
念は、今まで企業のコストとなっていた社会
貢献を企業の本業として利益を上げられると
いうメリットがあるため、非常に優れた概念
として注目を集めるようになった。しかし、
①（社会的）価値の概念が明確ではない、②
便益の概念が明確ではない、③（社会的問題
解決のために）発生するニーズか特需である
か否かが明確ではない、④ソーシャルエン
タープライズとの違いが明確ではない、⑤あ
らゆる社会的問題を解決できるか明らかにさ
れていない、⑥CSRに比べて具体的メソッ
ドとはなっていないなど、未だ大まかな概念
であり、企業の競争力とCSVを研究する上
で、概念の精緻化を行う必要（岡田		201213）	
がある。
　このため、CSV研究では理論の精緻化が行	
われている。例えば、①CSRとの関連を探る	
研究（赤池、水上		201314）（高浦		201315）、②	
BOPビジネスに焦点をあてたCSV研究（水
尾		201016、201217、201318）、③社会問題全
体まで拡張したCSV研究（塚本、関		201219）
（Michelini		2012 20）（Camilleri		201221）であ
る。
　本稿では図表1に基づき、①経済的便益、
②社会的価値、③経済的便益＆社会的価値を、
①経済的便益→（ゼミの）学生の学習成果獲
得、②社会的価値→大学周辺地域（南泉州地
域）の価値向上と置き換え、③経済的便益＆
社会的価値→ハイブリット型産学官連携ゼミ
として実施した。
社会的価値 社会的価値
NPOや政府など 大学周辺地域の
価値向上CSV企業モデル ハイブリット型
産学官連携ゼミ
私企業 学生の
学習成果獲得組織のタイプ 成果及び組織
動機付け 動機付け
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経済的便益
（≒利益）
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＆
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2．関西国際空港周辺地域とは
　大阪府は旧国名で言えば、摂津国、河内国、
和泉国から構成される。この中でも主に和泉
国に該当する地域を泉州地域といい、堺市、
岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、和
泉市、高石市、泉南市、阪南市、忠岡町、熊
取町、田尻町、岬町の9市4町から構成され
ている。この泉州地域には世界でも珍しい人
工島でできている海上空港、関西国際空港が
存在する。この関西国際空港の隣接自治体が
泉佐野市、田尻町、泉南市になることから、
関西空港地域と言えば通常、泉州南部地域（岸
和田市、貝塚市、泉佐野市、和泉市、泉南市、
阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町）と
なる。
　この地域は農業が盛んな地域でもあり、江
戸時代には岡部氏を擁した岸和田藩があり、
だんじり祭りで有名であるが、明治維新以降
は繊維産業が盛んとなり、タオルが地場産業
として根付いている。戦前は岸和田紡績が有
名であり、朝鮮半島からも出稼ぎが来るほど
盛んであった。また、戦後も西日本を中心に
多くの出稼労働者を受け入れて来た。
　しかし、高度経済成長が終わり、安定成長
期に入ると、次第にアジア諸国との競争に
よって、斜陽化していくこととなった。この
ような状況下、1994 年に開港したのが関	
西国際空港である。しかし、バブル経済も崩
壊し、全国的に経済状態が停滞している中で、
思うように利用者数が延びず、関西国際空港
開港に伴って造成された地区を多く抱える泉
佐野市は2004年3月に財政非常事態宣言を行
うに至った。その後、2006（平成18）年に観
光立国推進法が制定され、LCC（Low	Cost	
Carrier）などの台頭とも相まってインバウ
ンド観光客が急増し、2013年決済で財政健全	
化団体から脱出することになった。しかし、
インバウンド観光客の恩恵を受ける地域は南
泉州地域でも僅かであり、泉佐野市を含む多
くの自治体でインバウンド観光客誘致を企画
している。このような中で成立したのが泉州
観光プロモーション推進協議会であり、2018
年4月からKIX泉州ツーリズムビューロー	
へと名称を変更し、地域DMO（Destination	
Management/Marketing	Organization） に
なろうとしている。また、泉佐野シティープ
ロモーション推進協議会や岸和田シティープ
ロモーション推進協議会なども設立され、地
域の稼ぐ力を地域住人が自治体などと共に高
めようとする機運も高まりつつある。
　しかし、まだ、地域の稼ぐ力（＝社会的価
値）を高めるためにはさまざまな問題を解決
していかなければいけないという状況にあ
る。
3．学生による社会的価値の発見と活用
　百武ゼミは大阪観光大学でも留学生比率が
最も高いゼミナールを運営している（最も多
い時で100％留学生）。関西国際空港周辺地
域は急増するインバウンド観光客に対応する
べく様々な取り組みを行っていたが、実際の
外国人と接する機会はさほど多くなかった。
このような事もあって、外国人である留学生
の生の声を直接聞く機会は重宝がられること
になった。留学生も、大学周辺地域でのフィー
ルドワークは座学以外で体験できる貴重な観
光体験であり貴重なものであった。
　こうした中、留学生の中でも最も多く、イ
ンバウンド観光客でも最も多い中国からの留
学生の交流の手助けとして、大学周辺地域の
日中友好協会である、熊取町日中友好協会、
岸和田市日中友好協会、阪南市日中友好協会
などの協力を得、各地域で様々な人々と交流
することとなった。結果として、中国人留学
生達は素朴な疑問を持つようになった。
　「なぜこれだけ中国人が多く観光で訪れる
関西国際空港があるのに、大学の周辺には中
国人が多くないんだろう？」
　この答えを提供してくれたのは岸和田市産
業振興部観光課（以下、岸和田市観光課）で
ファムトリップ映像の様子（図表3）
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あった。岸和田市の同課とは私が大阪観光大
学に着任する前から本学の中尾名誉教授が地
域振興の一環で協力関係にあり、中尾名誉教
授が退任する時に様々なことを引き継いだ経
緯がある。この岸和田市観光課は百武ゼミの
学生にファムトリップ動画撮影に参加する
チャンスを与えてくれた。撮影は岸和田市内
にある岸和田城やだんじり会館などでも行な
われていたが、百武ゼミの学生が担当したの
はいわし巾着漁港であった。当日、漁港には
岸和田市観光課のスタッフや地元岸和田テレ
ビのクルーと百武ゼミの学生が集まり、ファ
ムトリップ動画の撮影を行なった。なお、こ
た。その後、学生達は地域振興を前提とした
フィールドワークを南泉州地域で積極的に行
うことになった。このような取り組みは他の
メディアの注目も集め、インバウンド向け
ポータルサイトで「地域の国際化に向けた小
さな一歩、観光やまちづくりを大阪の留学生
がサポート！ 22」と題して紹介されたり、
NHKニュースホット関西などでも紹介され
るようになった。これは留学生による地域活
動が地域の社会的価値を発見するのに非常に
重要な役割を果たしていることが認められた
と言っても過言では無い。
　では、留学生を主体とした百武ゼミの学生
がどのように活動したのかについて明らかに
して行く。
（1）	魅力ある地域祭事の持続可能な発展を考
える。
　泉州地域には日本で全国的に有名なだんじ
り祭りがある 23。このだんじり祭りとは、
1703年に岸和田藩主岡部長泰が五穀豊穣を
祈願した稲荷祭がその始まりと伝えられてい
るもので約300年の歴史がある。槍回しなど
の地車の壮大さは他地域のお祭りとは比にな
らないほど迫力があり人気がある。
　このだんじり祭り、時期は2期に分かれて
いる。9月が岸和田市内の海手、10月がそれ
以外の泉州地域で行われている。全国的に有
名なだんじり祭りは9月の海手のだんじり祭
りである。留学生の目線で見れば、このだん
じり祭りは京都の祇園祭と同様、日本的なも
のであり興味をそそられるものである。そこ
で、地域の民間観光団体、草の根観光会議や
岸和田市観光課の協力を得、だんじり祭りに
携わっている人々にヒアリング調査を行っ
た。結果、インフォーマルな情報ながら、①
だんじり祭りは少子高齢化の影響もあって他
の地車の応援に行ったりしながらやり繰りを
している、②それに伴って将来的には地車が
引けなくなってしまう危機感を持ってはいる
ものの、具体的な行動にでるに至っていない
の様子は産経新聞でも取り上げられた。この
中で、当時のゼミ長がインタビューに答え、
「関西国際空港の周辺にはこんな良いところ
があるのに誰も知らないし、知ったとしても
来る交通手段が無い」と言ったことが記事に
なっていた。
　留学生として入学後、自分たちの価値をあ
まり認識していなかった百武ゼミの留学生達
も、自分達の語学力や感性が地域の社会的価
値を発見するのに役立つことを知る良い機会
となった。
　このような機会を得たこともあり、自分達
の強みを生かす活動を活発に行うようになっ
て行くことになった。
　ちょうどその頃、地域振興について観光の
観点から学べるコンテストがある事を知り、
ゼミの学生の大半がエントリーする事を決め
だんじり会館の地車（図表4）
上之郷青年団との記念撮影（図表6）
筆者撮影
筆者撮影
大阪南泉州地域における社会的価値の発見と活用に関する一考察 　85
ことが分かった。
　わが国の人口統計からいっても、今後日本
の人口は減少していくことは間違いなく、他
の地方都市よりは緩やかなものの、大阪も例
外ではなく人口減少が進んでいる。しかし一
方でだんじり祭りというものは地車を引く各
町が独自にやっていることであるので、観光
客を誘客して見世物になることを好まないと
いう声もあった。
　留学生たちはせっかくある観光資源を有効
活用しないのはもったいないと考えながら
も、地元の人々が好まない提案は持続可能な
発展をもたらせないと考え、だんじり祭りを
活用した地域振興企画は断念しようと考えて
いた。
　このような中、泉佐野市の上之郷の青年団
の団長が、留学生が多くいる百武ゼミに相談
に来た。これをきっかけに話がトントン拍子
に進み、だんじり祭りへ参加して地車を引く
という話が進んでいくことになった。
　まずはだんじり祭りの体験ということで囃
子などを体験、この件を聞きつけて来た新聞
各社が取材をするというくらい注目を集める
ことになった。この相談に対応したのはチー
ム張のメンバーである。チーム張のメンバー
は暑い時期の祭りということもあり、早い段
階から冷たい食べ物、もしくは飲み物があれ
ばもっとだんじり祭りを楽しめると考えてい
た。だんじり祭りの本場、岸和田市でも、地
車そのものは観光資源ではないものの、地車
から出る音や光は観光資源として活用できる
ということを知っていたチーム張のメンバー
は、インバウンド観光客にだんじり祭りを楽
しんでもらうなら、地元の食材を使った冷た
い食べ物もしくは飲み物が必要であると考え
た。
　そこで、南泉州地域の農産品で何が有名で
あるのか調べた。結果、岸和田市の包近、あ
や誉、泉州玉ねぎを選び、さらにその中で安
定供給可能で、インバウンド観光客に受け入
れられると考えられた泉州玉ねぎを使ったア
イスクリームをセットにしてだんじり祭りに
インバウンド観光客を誘致するという企画を
まとめることにした24。
　結果、過疎化に悩むだんじり祭りに外国人
が関わるということがマスメディアの目にと
まり、読売新聞、毎日新聞、産経新聞などで
取り上げられることとなった。ただ、残念な
ことに、地域住民から留学生との意思の疎通
に不安が残り、安全上問題だという意見が出
犬鳴山納涼カーニバルの様子（図表6）
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てしまったため（なお、だんじり祭りはたま
に死者が出るお祭りである）、地車を引くに
は至らなかった。
（2）	地域に存在していないインバウンド観光
客をもてなす日本酒の開発
　この企画は南泉州地域に増加しつつあるベ
トナム人観光客のニーズを捉えるという企画
である。
　百武ゼミでは中国人留学生以外にもベトナ
ム人留学生が在籍している。このベトナム人
留学生はベトナムチームを結成し、CSVの
前提の下、泉佐野市内でフィールドワークを
行っていた。ベトナム人留学生は非漢字圏か
らの留学生ということもあり、漢字圏の留学
生とも違った発想を持っている。このベトナ
ムチームの留学生は、泉佐野市で毎年行われ
ている本物の川で金魚すくいをするという、
納涼カーニバルに参加する機会を得た。これ
は泉佐野市にある犬鳴山で行われているもの
である。ちなみに犬鳴山は修験者が修行する
山としても有名である。川で金魚すくいがで
きること自体、ベトナム人留学生には珍しい
光景であったようである。さらに犬鳴山にあ
る温泉旅館で休憩させてもらうことができ
た。この温泉旅館は不動口館というが、その
時、女将がフランスで飲んだシャンパンのよ
うな日本酒の話を聞き、そのような日本酒が
あるならベトナム人観光客が喜ぶだろうと考
え、実際に出来るかどうか調査を行った。そ
こで協力してくれたのは大阪府下で最も古い
造り酒屋である阪南市にある浪花酒造であっ
た。浪花酒造の成子社長は日本酒に関するい
ろいろな知識をベトナム人留学生に教授し、
ベトナムチームは試飲を重ねながらベトナム
人観光客やそれ以外のインバウンド観光客に
受け入れられやすい発泡性の日本酒を提案し
た。なお、南泉州地域は農業も盛んであるこ
とから、お酒の原料になるお米の生産から販
売まで行う六次産業化を行い、地域振興を図
る企画を立案した。そしてこれらの企画を大
学生観光まちづくりコンテスト大阪ステージ
に提出した。
（3）	地域に不足しているインバウンド観光客
向けのお土産を企画
　この企画はインバウンド観光客に関西国際
空港がある泉州地域の特産品をインバウンド
観光客の好みに合わせて提供するというもの
である。あまり知られていないが、泉州地域
はかつてたまねぎの生産量が日本一であっ
た。1882（明治15）年に岸和田市の坂口平三
郎氏がたまねぎの栽培を勧めたことからはじ
まったとされている。最盛期の1960（昭和
35）年には4,000haを超えるまでになったが、
他府県や海外に押され、その後生産量が減少
していった 25。なお、現在、関西では淡路産
たまねぎが有名であるが、泉州地域では泉州
たまねぎのブランド化を行っている。大阪府
では大阪産（おおさかもん）という認証制度
があり、泉州たまねぎも登録されている。
　留学生たちは泉州の名産品にたまねぎがあ
ることを知ると、2010年代前半に台湾で流
行っていたたまねぎアイスを日本でも作った
らどうかという話をしはじめた。留学生たち
は日本のたまねぎアイスを調べた。そうした
ところ、兵庫県淡路市にたまねぎアイスがあ
ることを突き止めた。そのアイスを試食した
結果、台湾で流行っているたまねぎアイスと
は味が違うことが分かった。そこで、中華圏か	
泉州たまねぎアイスのラベル
製造工程（プロトタイプ）
図表7
試作品の製作
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ら来るインバウンド観光客向けに泉州たまね
ぎを使用したアイスを提供する企画を作るこ
ととした。企画書の内容は次の通りである。
みやげ名：泉州たまねぎアイス（提出企画）
1. 関空のあるこの地域で、外国人旅行者が買
いたくなるこのまちのみやげを自由に考え
て、絵と文章で書いてください。用紙が足
りないときは、別の紙に書いてもかまいま
せん。
　私たちは泉州たまねぎアイスを提案しま
す。それは泉州はたまねぎがとても有名だか
らです。実は数年前、台湾でたまねぎアイス
が流行りました。多分、たまねぎアイスは台
湾の人の口に合いやすいのではないかと思い
ます。ちなみに日本を訪れる外国人観光客、
台湾、中国、香港など、中華圏の人々で約
48％（法務省：出入国管理統計統計表　2015
年より）も占めています。
　日本に来て自分たちの口に合うものと日本
食の橋渡しをしてくれる中間的なたまねぎア
イスは絶対売れると思います。
※レシピ（参考）
◦たまねぎのアルミホイル焼き		250g〜260g
（→工業製品化のためには粉末のたまねぎ
が必要）
◦グラニュー糖　30g
◦レモン汁　大さじ1
◦卵　3個
◦水あめ　180g
◦砂糖　30g
◦生クリーム　400cc
　なお、生鮮食料品等を冷却するために、飛
行機の機内にドライアイスを2.5キロまで持
ち込めます。容量20リットルの小型保冷箱（厚
さ2cm、発泡スチロール製）にドライアイス
を1キロ入れても5時間程度冷却が可能で、2.5
キロであれば単純計算で12.5時間冷却が可能
です。ですから帰国の時、中華圏の人はお土
産として購入可能です。
2. 上記のみやげが外国人に売れる（喜ばれる）
理由
　2014年は台湾でたまねぎアイスが流行っ
カップ横 上蓋
つばさ通り商店街の様子（図表8）
筆者撮影
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ていました。私の先輩たちはこのたまねぎア
イスを泉州地域で商品化した上でまちづくり
をしようと考えました。そしてその考えた企
画で大学生観光まちづくりコンテスト2016
大阪ステージの「大阪の食」に応募し、ポス
ターセッションまで進出することができまし
た。この企画は昨年、岸和田ブランドの認定
を受けたクイーンオニオンに焦点を当てたも
のです。
　ちなみにクイーンオニオンのアイスが外国
人（中華圏）に喜ばれる理由は次の通りです。
①台湾で流行っていて中華圏の人の口に合
う。（ちなみに中華圏の中でも、台湾、中国、
香港はインバウンド観光客として人数が多
い。）
②外国人旅行客も自国と日本の橋渡しになる
食が欲しい（先輩たちが調査しました）。
③ドライアイスを入れることによって帰国時
のお土産にできる（航空機に持ち込み可能
です）。
　私たちはこの企画の泉佐野版を作ることを
決めました。先生に聞いたら泉佐野はたまね
ぎ生産がとても盛んだということでした。製
法を同じにすれば製造可能であるといえます
し、喜ばれる理由も同様のものが考えられま
す。
　後、できれば改良してSNSウケするアイ
スの形ができればと考えています。そうすれ
ばもっと喜ばれると思います。
　この企画はブランド化されている地域の農
産品を活用したものであり、この地域で不足
していたインバウンド観光客向けのお土産を
提供するものとなった。
（4）	古くからある資源を再活用する企画
　関西国際空港は、泉佐野市、田尻町、泉南
市からなっている。この関西国際空港は泉佐
野市と橋で結ばれており、インバウンド観光
客は関西国際空港を陸路で出る場合、必ず通
る必要がある。従って、インバウンド観光客
には敏感な地域である。百武ゼミでは地域の
フィールドワークを通じて地域の人々との交
流を行っている。こうした中、地域の活性化
に取り組む団体や泉佐野シティープロモー
ション推進協議会観光まちづくりプロモー
ション事業部のメンバー、泉佐野市まちの活
性課などの協力を得ることに成功した。
　この地元の人々との交流を通じて、泉佐野
市は昔、樽廻船で財を成した食野家や唐金家
などの豪商が存在していることを知った。ま
た、南泉州地域は戦災をあまり受けていない
（大阪市内や堺市は先の大戦で東京都同様空
襲を受け大きな被害を受けたものの、同地域
はさほど大きな影響を受けなかった）ため、
昔の街並みが残っているということであっ
た。また、泉佐野シティープロモーション推
進協議会まちづくりプロモーション事業部の
メンバーにはその古い街並みが残る地域の出
身者もいて、まちの良さを留学生たちに伝え
たことから、留学生がその古い街並みに興味
を持った。この街をさのまち場と言うが、大
阪湾を目の前にし、江戸末期までは廻船業で
発展した街である26。また、このさのまち場
コンテストのスライド1（図表9）
学生作成
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は関西国際空港につながる南海本線の泉佐野
駅が近くにあり、駅周辺には商店街が複数存
在する上、駅の東側にはホテルが複数存在し、
関西国際空港に夜間や早朝出入国するインバ
ウンド観光客が宿として使っているため、駅
周辺にはインバウンド観光客が見られるよう
になっていた。
　しかし、駅の西側（海手）に存在する商店
街は、1960年代に栄えたものの、全国の商
店街と同じようにシャッター街化していた。
そしてそのシャッター街商店街の先にさのま
ち場街存在していた。
　留学生たちはこのさのまち場を南海泉佐野
駅からフィールドワークした。そうすると、
外国人が好みそうな古い街並みが点在する
上、外国人には珍しい銭湯が休業状態である
ものの存在していることを突き止めた。そこ
で、地元の方の協力の下、この銭湯のフィー
ルドワークを行い、この銭湯を中心にさのま
ち場の古い街並みという資源を生かす企画を
提案することとなった。
　結果、泉佐野市で行われた政策コンテスト
で注目を集めることとなった。
（5）	地元の幸を堪能する企画
　この企画はインバウンド観光客対応の成	
功事例を掲載している HP（https://www.
yamatogokoro.jp/）に百武ゼミの取組みが掲
載されたこともあり、インバウンド観光客へ
の対応に悩む南海泉佐野駅周辺の飲食店から
の依頼を受けて留学生チームが調査をしたこ
とから始まった。
　依頼をしたのは老舗の鮨店であり、インバ
ウンド観光客が店に来ても、言葉が通じない
こともあって何も食べずに帰ってしまうとい
う悩みを抱えていた。そこでマーケティング
の手法を用いて鮨店の分析を行い、インバウ
ンド観光客対応の店づくりの提案を行った。
　なお、留学生たちが考えた老舗鮨店の問題
は下図の通りである。
「鮨店A」の問題点
・駅から遠い
・店が目立たない
・スタイリッシュ（西洋風）な店構え
・店が大きくない
・駐車場がない
・日本語のメニューしかない
・店主が外国語を使えない
　これらの問題点を改善するため、留学生た
ちは下記のような改善を提案した。
①インバウンド観光客向けに多言語メ
ニューを作る。
②インバウンド観光客向けに多言語のチ
ラシを作る。
③インバウンド観光客向けに独自の料理
を作る。
④実際に料理を提供してみる。
⑤PRを行う。
　以下が実際に作ったメニューである。なお、
アルバムに多言語メニューを作ったのは老舗
鮨店のマスターからのリクエストである。（図
コンテストのスライド4（図表12）
コンテストのスライド2（図表10）
学生作成
コンテストのスライド3（図表11）
学生作成
学生作成
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表10）
　そして実際にインバウンド観光客を招いて
満足度調査を行った。（図表11）
　結果、この取り組みはメディアでも大きく
取り上げられることとなった。（図表12）
社会的価値の洗い出し（図表13）
（1）魅力ある地域祭事の企画持続可能な発展を考える
課　　題：少子高齢化により担い手が不足している祭事
が地域にある。
解決方法：インバウンド観光客を誘致して持続可能な祭
事へ発展させる。
（2）インバウンド観光客をもてなす日本酒の開発企画
課　　題：インバウンド観光客が急増しているのにも関
わらず、インバウンド観光客が楽しむ食が殆
どなかった。
解決方法：インバウンド観光客に歓迎されるお酒を開発す
ることを通じて、地元の食材の魅力を高める。
（3）地域に不足しているインバウンド観光客向けのお土産を企画
課　　題：インバウンド観光客が急増しているのにも関
わらず、インバウンド観光客が購入したいお
土産が殆どなかった。
解決方法：地元産の農産品を中華圏の人々に好まれる味
付けにしお土産とする。
（4）古くからある資源を再活用する企画
課　　題：インバウンド観光客が滞在しているのにもか
かわらず、観光できる場所が殆どなかった。
解決方法：地元にある街並みを再活用するために休業し
ていた銭湯を中心にインバウンド観光客が回
遊できるコースを作る。
（5）地元の幸を堪能する企画
課　　題：急増するインバウンド観光客に対応できない
飲食店が多く存在している。
解 決 策：留学生自身が携わることで、メニューの多言
語化、インバウンド観光客向けのメニューな
どを提供する。
筆者作成
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4．社会的価値の認識と今後の課題
　地元の方の協力を得、様々な形で地域の価
値を発見する中で、地域振興のプロモーショ
ンとしては影響力のあるマスメディアの注目
を集めるに至った。これは富士宮やきそばを
仕掛けるNPO法人まちづくりトップラン
ナーふじのみや本舗と同じ手法であるが、い
くら優れた観光資源があっても、Attention
が無ければ全く意味がない。顧客の関心を
持ってもらわなければ経済が循環することは
無いのである。
　この点、留学生は自分たちの優位性を生か
し、地域に急増するインバウンド観光客への
対応に迫られていた地域を洗い出した。（図
表13）
　先に述べた通り、本稿のCSVは社会的価
値と経済的便益（学生の教育）を共通化する
ことにある。具体的には①経済的便益、②社
会的価値、③経済的便益＆社会的価値を、①
経済的便益→（ゼミの）学生の学習成果獲得、
②社会的価値→大学周辺地域（南泉州地域）
の価値向上と置き換え、③経済的便益＆社会
的価値→ハイブリット型産学官連携ゼミとし
て実施したものである。
　では、上記の社会的価値と経済的便益が共
通化してきたのか図表14に示す。
　これらを見ると、すべての社会的価値を経
済的便益で共通化することができたことが分
かる。また、副次的な効果として、NHKや
読売新聞、朝日新聞、産経新聞、毎日新聞、
日本経済新聞などで幾度も取り上げられ、地
域振興のために尽くしている留学生がいる
事、また、地域の課題が報道された。これは
留学生の強みを生かしたことによるメリット
であり、CSVの理論を活用することによっ
て、想定していたよりも多くの効果が出たと
いうことを明らかにすることができたものと
考える。
社会的価値と経済的便益の共通化（図表14）
（1）魅力ある地域祭事の企画持続可能な発展を考える 関西観光コンソーシアム：奨励賞
（2）インバウンド観光客をもてなす日本酒の開発企画 大学生観光まちづくりコンテスト：クリエイティブ賞
（3）地域に不足しているインバウンド観光客向けのお土産を企画 NIPPON土産コンテスト（JCI主催）：最優秀賞
（4）古くからある資源を再活用する企画 泉佐野政策コンテスト：最優秀賞
（5）地元の幸を堪能する企画 関西観光コンソーシアム：奨励賞
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おわりに
　本稿はCSVの理論を援用し、ハイブリッ
ド型産学官連携ゼミの実施を行った。具体的
には①経済的便益、②社会的価値、③経済的
便益＆社会的価値を、①経済的便益→（ゼミ
の）学生の学習成果獲得、②社会的価値→大
学周辺地域（南泉州地域）の価値向上と置き
換え、③経済的便益＆社会的価値→ハイブ
リット型産学官連携ゼミとして実施したもの
である。
　このため、百武ゼミに在籍している学生を
中心に地域でフィールドワークを行い、5つ
の社会的価値を発見するテーマを洗い出し
た。そして、①魅力ある地域祭事の課題を洗
い出し持続可能な発展を考える、②地域に存
在していないインバウンド観光客をもてなす
日本酒の開発、③地域に不足しているインバ
ウンド観光客向けのお土産を企画、④古くか
らある資源を再活用する企画、⑤地元の幸を
堪能する企画を立案し、各々外部評価を受け
るという成果を上げることができた。
　しかし、これらの企画は全て企画の域を出
ておらず、M.E.ポーターとR.クラマーが提
唱したCSVの本来の姿である、企業がCSR
（Corporate	Social	Responsibility）で負担を
負わないという考え方に100％合致するもの
ではない。
　南泉州地域には様々な価値があり、裏を返
せば企業が活躍できる場が多く存在する。今
後、関西国際空港を経由するインバウンド観
光客が1000万人になっていることが容易に
予想できる中で、この地域でCSVが行える
よう、また、産官学の連携がCSVの理論に
基づいて行えるよう企業に対して提言を行っ
ていくことが、今後の課題となるだろう。
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